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1. 緒言｠ 磁気 EXAFSは、Schützらが観測して以来、最近接原子の磁気モーメントを研究する有

力な手段としてその研究が行われている [1]。彼らは Gd単体及び Gd3Fe5O12 (以下 GdIGと略) 

の Gd L23-edge 磁気 EXAFSを観測し、GdIGにおいて第一配位原子である O原子からのスペ

クトルが、非磁性体であるため現れないと提唱している。しかしMiyanagaらが観測した NiMn

合金のMn K-edge 磁気 EXAFSスペクトルには第一配位であるNiはMnと比較するとずっと

小さな磁気モーメントしかもたないにも関わらず比較的顕著なピークが現れ、 Schützらの結

果から予想されるものと異なっている [2]。本研究では相対論的多重散乱理論を用いて Gd 

L23-edge XMCDを計算し、非磁性原子からの磁気 EXAFSスペクトルの起因について調べた。 

2. 理論｠ スピン軌道相互作用は、磁気 EXAFS の解析において重要な役割を果たす。そのため、

本研究では相対論効果を正しく取り入れることの出来る相対論的 1電子グリーン関数を用い

た磁気 EXAFS理論を用いている [3]。 

3. 計算結果と考察｠ 右図は GdIG の

Gd L2-edge磁気 EXAFSのフーリ

エ変換 χ(R) の絶対値を示す。

最初のピークは O からの散乱に

起因し、第 2ピークは Fe, Gdに

起因する。Gdでは X線吸収原子

のみ磁気モーメントをもたせ、そ

の値を減少させていくと、第 1

ピーク(Gd-O)の強度が著しく減

少していく。但し、Fe 上の磁気

モーメントは実測値を用いてい

る。この結果は、散乱原子が非磁

性体であっても吸収原子に磁気モーメントがあれば磁気 EXAFS スペクトルは現れる事を示

す。Feは磁気モーメントをもっているため、第 2ピークは変化が少ない。 
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